
(57)【要約】

【課題】運動中及び運動後の疲労度に応じた疲労回復装

置の設置を簡易にでき、安全に運動成果を上げる運動疲

労回復システムの提供を目的としている。

【解決手段】腕時計状の本体２を使用者の腕に装着する

生理現象検出装置１は、裏面の生理現象検出手段である

皮膚に密接するセンサ部４が検出した血流量・乳酸値等

の生理量と、個人特有の生理量平常値から疲労度演算手

段６が算出した疲労度を表面の表示盤３で告知し、疲労

度送信手段８より疲労度を送信する。そして疲労回復装

置１０は送信された疲労度を受信し、疲労回復に有用な

雰囲気の発生を制御する制御部１０及び空調本体１１か

らなる疲労度回復手段９により疲労回復雰囲気の生成を

行い、使用者が雰囲気に包まれることで簡易に疲労回復

がなされる運動疲労回復システムを得られる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
人 体 に 装 着 し て 生 理 量 の 経 時 変 化 を 検 出 す る 生 理 量 検 出 手 段 と 、 前 記 生 理 量 検 出 手 段 に よ
っ て 検 出 し た 生 理 量 を 記 憶 す る 生 理 量 記 憶 手 段 と 、 前 記 生 理 量 記 憶 手 段 の 前 記 生 理 量 を 比
較 演 算 し 疲 労 度 を 算 出 す る 疲 労 度 演 算 手 段 と 、 算 出 し た 前 記 疲 労 度 を 告 知 す る 疲 労 度 告 知
手 段 と 、 算 出 し た 疲 労 度 を 送 信 す る 疲 労 度 送 信 手 段 を 設 け た 生 理 量 検 出 装 置 と 、 前 記 疲 労
度 送 信 手 段 か ら 送 信 さ れ た 疲 労 度 を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、 前 記 疲 労 度 に 有 用 な 雰 囲 気 を 発
生 す る 疲 労 度 回 復 手 段 を 備 え た 疲 労 回 復 装 置 か ら な る 運 動 疲 労 回 復 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
入 力 手 段 を 設 け 、 生 理 量 平 常 値 を 前 も っ て 入 力 し 、 疲 労 度 演 算 手 段 は 、 前 記 入 力 さ れ た 生
理 量 平 常 値 と 運 動 中 の 体 温 ・ 心 拍 数 ・ 血 流 量 ・ 乳 酸 値 の 生 理 量 と か ら 疲 労 度 を 算 出 す る 請
求 項 １ 記 載 の 運 動 疲 労 回 復 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
入 力 手 段 に 運 動 前 の 現 在 の 体 調 を 入 力 す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 運 動 疲 労 回 復 シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ４ 】
疲 労 回 復 装 置 の 疲 労 度 回 復 手 段 は 、 躯 体 内 に 室 内 空 気 の 吸 込 口 及 び 吐 出 口 を 連 通 す る 通 風
路 を 設 け 、 前 記 通 風 路 に 室 内 空 気 吸 引 用 の 送 風 機 と 、 マ イ ナ ス イ オ ン の 発 生 と 気 化 熱 に よ
る 冷 却 並 び に 加 湿 及 び 脱 臭 を 図 る 水 微 細 化 装 置 と 、 各 種 栄 養 素 並 び に 芳 香 を 室 内 空 気 に 添
加 す る エ ア サ プ リ メ ン ト 部 と 、 吹 出 す 空 気 に 酸 素 を 補 給 す る 酸 素 富 化 装 置 を 設 け 、 受 信 し
た 疲 労 度 に 応 じ て 前 記 水 微 細 化 装 置 、 前 記 エ ア サ プ リ メ ン ト 部 及 び 前 記 酸 素 富 化 装 置 の 作
動 を 制 御 す る 疲 労 度 回 復 制 御 部 を 備 え た 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の 運 動 疲 労 回 復 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 ５ 】
入 力 手 段 に 疲 労 度 の 度 合 並 び に 種 類 を 入 力 し 、 疲 労 度 回 復 制 御 部 は 前 記 入 力 値 に 応 じ て 疲
労 回 復 作 用 を 有 す る 雰 囲 気 の 発 生 す る 濃 度 ・ 時 間 等 を 制 御 す る 請 求 項 ４ 記 載 の 運 動 疲 労 回
復 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
疲 労 回 復 中 も 生 理 量 検 出 装 置 を 作 動 さ せ 、 疲 労 回 復 装 置 に 疲 労 度 を 送 信 す る 請 求 項 １ 、 ２
、 ３ 、 ４ ま た は ５ 記 載 の 運 動 疲 労 回 復 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
縦 長 ス リ ッ ト 状 吹 出 口 を 備 え た 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ ま た は ６ 記 載 の 運 動 疲 労 回 復 シ
ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 日 常 の 運 動 に よ る 疲 労 度 合 を 検 出 す る こ と 、 そ し て そ の 疲 労 度 合 に あ っ た 疲
労 回 復 雰 囲 気 を 生 成 す る 疲 労 回 復 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 疲 労 回 復 シ ス テ ム は 、 人 体 の 疲 労 度 を 定 量 的 に 検 出 で き 、 そ の 検 出 結 果
に 基 づ い て 人 体 の 疲 労 回 復 効 果 を 発 揮 す る と 共 に 、 そ の 効 果 の 確 認 を 容 易 に で き る 疲 労 度
検 出 装 置 及 び 疲 労 回 復 装 置 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 以 下 、 そ の 疲 労 度 検 出 装 置 及 び 疲 労 回 復 装 置 に つ い て 図 ５ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 に 示 す よ う に 、 皮 膚 電 位 検 出 ユ ニ ッ ト １ ０ １ は 、 被 験 者 の 皮 膚 電 位 を 検 出 し て 制 御 回
路 装 置 １ ０ ２ に 与 え る 。 ス ピ ー カ １ ０ ３ は 注 意 喚 起 効 果 を 持 つ 音 声 刺 激 を 発 生 す る 。 空 調
装 置 １ ０ ４ 、 芳 香 制 御 装 置 １ ０ ５ は 、 鎮 静 効 果 を 持 つ リ フ レ ッ シ ュ 刺 激 （ １ ／ ｆ ゆ ら ぎ 風
、 芳 香 ） を 発 生 す る 。 酸 素 富 化 装 置 １ ０ ６ は 肉 体 的 疲 労 回 復 効 果 を 持 つ リ フ レ ッ シ ュ 刺 激
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（ 酸 素 富 化 空 気 ） を 発 生 す る 。 制 御 回 路 装 置 １ ０ ２ は 、 被 検 者 に 対 し ス ピ ー カ １ ０ ３ か ら
音 声 刺 激 を 与 え た 後 に お け る 前 記 検 出 皮 膚 電 位 の 経 時 変 化 に 基 づ い て 疲 労 度 を 判 定 し 、 そ
の 判 定 結 果 に 基 づ い て 空 調 装 置 １ ０ ４ 、 芳 香 制 御 装 置 １ ０ ５ 、 酸 素 富 化 装 置 １ ０ ６ を 選 択
的 に 動 作 さ せ 、 被 検 者 の 疲 労 回 復 を 図 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 筋 肉 の 疲 労 状 態 を 直 接 的 に 検 知 し て 、 各 人 の 運 動 能 力 や 運 動
目 的 に 合 わ せ た 最 適 な 運 動 負 荷 を 支 持 で き る 運 動 モ ニ タ 装 置 は 、 筋 肉 組 織 中 の 血 中 酸 素 量
を 非 侵 襲 的 に 計 測 す る 計 測 手 段 １ １ １ ～ １ １ ３ 、 １ １ ４ と 、 こ の 計 測 結 果 よ り 運 動 部 位 の
筋 肉 組 織 中 で の 血 中 酸 素 量 の 変 化 を 把 握 し て 、 こ の 変 化 状 態 に 基 づ い て 実 行 中 の 運 動 に つ
い て の 運 動 負 荷 レ ベ ル を 判 定 す る 判 定 手 段 １ １ ５ と 、 必 要 に 応 じ て 機 能 し て 、 判 定 手 段 １
１ ５ で 判 定 さ れ た 運 動 負 荷 レ ベ ル を 予 め 設 定 さ れ て い る 目 標 レ ベ ル と 比 較 し 、 両 者 を 一 致
さ せ る よ う に 運 動 ペ ー ス を 支 持 す る 運 動 負 荷 支 持 手 段 １ １ ６ 、 １ １ ７ 、 １ １ ５ と を 備 え る
も の で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 近 赤 外 領 域 の 波 長 光 を 照 射 す る 光 源 部 と 検 出 部 位 か ら の 反 射 光 を 受 光 す る 受 光 部
セ ン サ 部 で 検 出 さ れ た 光 強 度 に 基 づ き マ イ コ ン で 乳 酸 量 等 を 算 出 し て 疲 労 度 を 判 定 し 、 結
果 に 基 づ き マ ッ サ ー ジ 運 転 制 御 部 の 指 令 に に よ り 揉 み 玉 部 で マ ッ サ ー ジ 運 転 を 行 う も の が
あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 動 脈 な ど の 血 管 に 超 音 波 を 照 射 し 、 反 射 し て く る 超 音 波 の 照 度 を 測 定 す る こ と に
よ り 、 欠 陥 な い の 赤 血 球 数 、 量 し い て は 酸 素 量 を 測 定 で き 、 運 動 能 力 や 体 調 を 測 定 で き る
も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ４ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ２ ４ ５ １ ２ ２ 号 公 報 （ 第 ４ 頁 、 第 １ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ６ － １ ４ ２ ０ ８ ７ 号 公 報 （ 第 ４ 頁 、 第 １ 図 ）
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － ２ ６ ７ １ ６ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ６ ５ ７ ９ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 従 来 の 疲 労 度 検 出 装 置 及 び 疲 労 回 復 装 置 は 、 人 体 に 対 し 肉 体 的 及 び 精 神 的 疲
労 回 復 効 果 を 持 つ リ フ レ ッ シ ュ 刺 激 を 与 え る 構 成 と し た も の が 考 え ら れ て い る 。 具 体 的 に
は 、 刺 激 付 与 手 段 に よ っ て 与 え た 刺 激 に よ る 反 応 に よ り 疲 労 度 を 判 定 し 、 こ れ に 基 づ い て
疲 労 回 復 装 置 を 動 作 さ せ る も の で あ り 、 ま た 、 筋 肉 組 織 中 の 血 液 量 及 び 血 中 酸 素 量 を 、 血
液 採 取 を す る こ と な く 計 測 し 運 動 負 荷 レ ベ ル を 決 め 運 動 ペ ー ス を 指 示 す る も の が 考 え ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し 、 運 動 中 の 疲 労 度 検 出 装 置 は あ っ て も 、 疲 労 回 復 ま で 個 人 を ケ ア す る 一 貫 し た シ
ス テ ム は な く 、 疲 労 回 復 装 置 に お い て は カ プ セ ル 状 や マ ッ サ ー ジ チ ェ ア 状 の か さ 高 い も の
と な り 易 く 設 置 が 簡 易 で な い と い う 課 題 が あ り 、 ス ポ ー ツ 選 手 の よ う に 競 争 す る も の で は
な く 、 健 康 の 維 持 向 上 が 社 会 問 題 の 一 つ と な っ て い る 中 で の 運 動 後 の 疲 労 回 復 効 果 を 上 げ
る た め の 方 法 及 び 簡 易 に 設 置 で き る 疲 労 回 復 機 器 が 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 健 康 の 維 持 向 上 が 目 的 の 運 動 が 幅 広 い 年 齢 層 に わ た っ て 励 行 さ れ る な か で の 安 全
と い う 課 題 が あ り 、 運 動 開 始 前 、 運 動 中 そ し て 運 動 終 了 後 の 広 い 意 味 で の 疲 労 度 す な わ ち
体 調 の 検 知 と 告 知 が で き る 方 法 及 び 機 器 が 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 疲 労 回 復 装 置 を 利 用 中 の 効 果 が 分 か ら な い と い う 課 題 が あ り 、 利 用 中 の 疲 労 回 復
度 合 の 検 知 お よ び 利 用 者 に 対 す る 告 知 を 有 効 に で き る 方 法 及 び 機 器 が 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 運 動 中 及 び 運 動 後 の 疲 労 度 を 明 確 に
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計 測 し 、 計 測 し た 疲 労 度 に 応 じ た 疲 労 回 復 装 置 の 設 置 を 簡 易 に で き 、 健 康 の 維 持 向 上 を 図
る 中 で の 運 動 成 果 を 上 げ る た め の 方 法 及 び 機 器 で あ る 運 動 疲 労 回 復 シ ス テ ム を 提 供 す る こ
と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 幅 広 い 年 齢 層 に わ た る 運 動 安 全 を 確 保 す る た め 、 運 動 開 始 前 か ら 運 動 終 了 後 の 広
い 範 囲 で の 体 調 の 検 知 と 告 知 で き る 方 法 及 び 機 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 運 動 疲 労 回 復 シ ス テ ム は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 人 体 に 装 着 し て 生 理 量 の
経 時 変 化 を 検 出 す る 生 理 量 検 出 手 段 と 、 生 理 量 検 出 手 段 に よ っ て 検 出 し た 生 理 量 を 記 憶 す
る 生 理 量 記 憶 手 段 と 、 生 理 量 記 憶 手 段 の 生 理 量 を 比 較 演 算 し 疲 労 度 を 算 出 す る 疲 労 度 演 算
手 段 と 、 算 出 し た 疲 労 度 を 告 知 す る 疲 労 度 告 知 手 段 と 、 算 出 し た 疲 労 度 を 送 信 す る 疲 労 度
送 信 手 段 を 設 け た 生 理 量 検 出 装 置 と 、 疲 労 度 送 信 手 段 か ら 送 信 さ れ た 疲 労 度 を 受 信 す る 疲
労 度 受 信 手 段 と 、 疲 労 度 に 有 用 な 雰 囲 気 を 発 生 す る 疲 労 度 回 復 手 段 を 備 え た 疲 労 回 復 装 置
か ら な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 手 段 に よ り 、 運 動 中 及 び 運 動 後 の 疲 労 度 を 明 確 に 算 出 し 、 運 動 中 に は 疲 労 度 が 分 か
り 、 運 動 後 は 疲 労 度 に 応 じ て 疲 労 回 復 に 有 用 な 雰 囲 気 を 創 造 で き る 運 動 疲 労 回 復 シ ス テ ム
が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 他 の 手 段 は 、 入 力 手 段 を 設 け 、 生 理 量 平 常 値 を 前 も っ て 入 力 し 、 疲 労 度 演 算 手 段 は
、 入 力 さ れ た 生 理 量 平 常 値 と 運 動 中 の 体 温 ・ 心 拍 数 ・ 血 流 量 ・ 乳 酸 値 の 生 理 量 と か ら 疲 労
度 を 算 出 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 年 齢 、 運 動 経 験 、 体 調 を 問 わ ず 、 そ の 時 々 の 広 い 範 囲 で の 確 実 な 疲 労 度 を
確 実 に 検 出 し 把 握 で き る 運 動 疲 労 回 復 シ ス テ ム が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 他 の 手 段 は 、 入 力 手 段 に 運 動 前 の 現 在 の 体 調 を 入 力 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 運 動 の 適 否 や 運 動 中 の 体 調 を 告 知 す る こ と で 、 よ り 安 全 確 保 が で き る 運 動
疲 労 回 復 シ ス テ ム が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 他 の 手 段 は 、 疲 労 回 復 装 置 の 疲 労 回 復 手 段 に は 躯 体 内 に 室 内 空 気 の 吸 込 口 及 び 吐 出
口 を 連 通 す る 通 風 路 を 設 け 、 通 風 路 に 室 内 空 気 吸 引 用 の 送 風 機 と 、 マ イ ナ ス イ オ ン の 発 生
と 気 化 熱 に よ る 冷 却 並 び に 加 湿 及 び 脱 臭 を 図 る 水 微 細 化 装 置 と 、 各 種 栄 養 素 並 び に 芳 香 を
室 内 空 気 に 添 加 す る エ ア サ プ リ メ ン ト 部 と 、 吹 出 す 空 気 に 酸 素 を 補 給 す る 酸 素 富 化 装 置 を
設 け 、 受 信 し た 疲 労 度 に 応 じ て 水 微 細 化 装 置 、 エ ア サ プ リ メ ン ト 部 及 び 酸 素 富 化 装 置 の 作
動 を 制 御 す る 疲 労 度 回 復 制 御 部 を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ れ に よ り 、 疲 労 に 対 し 即 効 性 の 有 る 酸 素 を は じ め 、 緊 張 緩 和 、 鎮 静 、 弛 緩 に 効 果 的 な
雰 囲 気 を 空 間 中 に 生 成 す る こ と が で き る 運 動 疲 労 回 復 シ ス テ ム が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 他 の 手 段 は 、 入 力 手 段 に 疲 労 度 の 度 合 並 び に 種 類 を 入 力 し 、 疲 労 度 回 復 制 御 部 は 前
記 入 力 値 に 応 じ て 疲 労 回 復 作 用 を 有 す る 雰 囲 気 の 発 生 す る 濃 度 ・ 時 間 等 を 制 御 す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 疲 労 回 復 が 的 確 に で き る 運 動 疲 労 回 復 シ ス テ ム が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 他 の 手 段 は 、 疲 労 回 復 中 も 生 理 量 検 出 装 置 を 作 動 さ せ 、 疲 労 回 復 装 置 に 疲 労 度 を 送
信 す る も の で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 疲 労 回 復 作 用 を 受 け て い る 時 、 そ の 効 果 が 分 か る と 共 に 、 所 要 時 間 の 終 り
を 知 る こ と が で き る 運 動 疲 労 回 復 シ ス テ ム が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 他 の 手 段 は 、 疲 労 回 復 装 置 に 縦 長 ス リ ッ ト 状 吹 出 口 を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 疲 労 回 復 作 用 を 有 す る 雰 囲 気 の 生 成 範 囲 が 縦 長 と な り 、 立 っ た 状 態 及 び 腰
掛 け た 状 態 で 簡 易 に 疲 労 回 復 作 用 を 受 け る こ と が で き る 運 動 疲 労 回 復 シ ス テ ム が 得 ら れ る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 運 動 前 か ら 運 動 中 及 び 運 動 終 了 後 に 渡 り 、 疲 労 度 合 と い う 物 差 で 体 調
を 検 知 し 告 知 す る こ と に よ り 、 運 動 者 自 身 の 感 覚 で は 判 ら な い 生 理 的 身 体 状 況 を 把 握 す る
こ と で 、 自 分 に 合 っ た 運 動 負 荷 を 知 り 、 安 全 な ト レ ー ニ ン グ が で き る と い う 効 果 の あ る 運
動 疲 労 回 復 シ ス テ ム を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 疲 労 に 対 し 即 効 性 の 有 る 酸 素 を は じ め 、 緊 張 緩 和 、 鎮 静 、 弛 緩 に 効 果 的 な 雰 囲 気
を 空 間 中 に 生 成 す る 機 器 の 周 囲 に 生 理 量 検 出 手 段 で あ る セ ン サ を 装 着 し た 身 を 置 く だ け で
容 易 に 運 動 疲 労 回 復 が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ 、 ２ 、 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 運 動 疲 労 回 復 シ ス テ ム は 、 人 体 に 装 着 す る 生 理 量
検 出 手 段 を 主 体 と す る 生 理 量 検 出 装 置 １ と 床 面 な ど に 設 置 し て 周 囲 に 疲 労 回 復 に 有 用 な 空
気 の 雰 囲 気 を 生 成 す る 疲 労 回 復 装 置 １ ０ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 生 理 量 検 出 装 置 １ は 、 腕 時 計 状 の 本 体 ２ を 運 動 者 の 腕 に 装 着 す る も の で 表 面 に 表 示 盤 ３
を 、 裏 面 は 生 理 量 検 出 手 段 で あ る 皮 膚 に 密 接 す る セ ン サ 部 ４ が 設 け ら れ る 。 セ ン サ 部 ４ は
、 検 出 す る 生 理 量 が 皮 膚 温 の 場 合 は サ ー ミ ス タ や 熱 電 対 等 の 測 温 素 子 で 構 成 さ れ 、 脈 拍 ・
血 流 ・ 乳 酸 値 の 場 合 は 近 赤 外 光 の 照 射 と 受 光 を 行 な う 素 子 で 構 成 さ れ て い る 。 表 示 盤 ３ と
セ ン サ 部 ４ に 挟 ま れ る 内 部 に は マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 回 路 と し て セ ン サ 部 ４ が 検 出 し た 生
理 量 、 例 え ば 皮 膚 温 ・ 脈 拍 ・ 血 流 量 ・ 乳 酸 値 等 の 一 つ あ る い は 複 数 の デ ー タ を 経 時 的 に 記
憶 す る 生 理 量 記 憶 手 段 ５ と 、 こ の 検 出 記 憶 値 と 入 力 手 段 ９ （ 図 示 せ ず ） よ り 前 も っ て 入 力
し た 個 人 特 有 の 生 理 量 平 常 値 か ら 疲 労 度 を 読 み 取 る 疲 労 度 演 算 手 段 ６ と 、 読 み 取 っ た 疲 労
度 を 表 示 盤 ３ で の 液 晶 画 面 表 示 及 び 電 子 音 に よ り 告 知 す る 疲 労 度 告 知 手 段 ７ と 疲 労 回 復 装
置 １ ０ へ 疲 労 度 を 送 信 す る 疲 労 度 送 信 手 段 ８ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 入 力 手 段 ９ を 備 え ず 、 生 理 量 平 常 値 が 分 か ら な い 場 合 は 、 運 動 開 始 時 の 検 出 し た 生 理 量
を 基 準 と し て 、 疲 労 度 は 算 出 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 疲 労 回 復 装 置 １ ０ は 、 生 理 量 検 出 装 置 １ か ら 送 信 さ れ た 疲 労 度 を 受 信 す る 疲 労 度 受 信 手
段 １ １ と 、 疲 労 回 復 雰 囲 気 の 生 成 を 制 御 す る 疲 労 度 回 復 制 御 部 １ ３ 及 び 空 調 本 体 １ ４ か ら
な る 疲 労 度 回 復 手 段 １ ２ を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 空 調 本 体 １ ４ は 縦 長 の 円 筒 状 に ス テ ン レ ス 鋼 板 で 形 成 し た 躯 体 １ ５ の 背 面 下 方 に 周 囲 の
空 気 を 吸 引 す る 吸 込 口 １ ６ と 、 同 じ 外 周 の 吸 込 口 １ ６ と 反 対 す る 位 置 の 上 部 に 吸 引 空 気 の
第 １ 吹 出 口 １ ７ を 開 口 し て い る 。 そ し て 躯 体 １ ５ の 頂 部 は 開 放 し て 蓋 体 １ ８ を 嵌 め 込 み 固
定 す る 。 ま た 、 底 部 は 台 座 １ ９ を 装 着 し 本 体 １ ４ を 安 定 し て 立 設 さ せ て い る 。 蓋 体 １ ８ の
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頂 部 に は 疲 労 度 受 信 手 段 １ １ 及 び 空 調 本 体 １ ４ を 操 作 す る 電 源 ス イ ッ チ を は じ め 各 部 の 操
作 電 源 ス イ ッ チ を 含 む マ イ コ ン 回 路 の 制 御 部 １ ３ を 収 め た 電 装 部 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。
そ し て 蓋 体 １ ８ の 内 部 に は 酸 素 及 び 各 種 ハ ー ブ エ ッ セ ン ス や 呼 気 並 び に 皮 膚 等 か ら 浸 透 す
る 栄 養 素 を 室 内 空 気 に 補 足 す る エ ア サ プ リ メ ン ト 部 ２ １ が 蓋 体 １ ８ の 直 下 に 収 装 さ れ る 。
そ の 内 部 に は 複 数 の 容 器 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ か ら 電 磁 ポ ン プ ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ を 介 し て 細 管 ２ ４
ａ 、 ２ ４ ｂ を 導 出 し 、 空 気 の 吹 出 口 １ ７ の 開 口 内 側 に 設 け た 噴 霧 口 ２ ５ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 躯 体 １ ５ の 内 部 は 、 中 部 の 駆 動 部 ２ ６ と 、 下 部 の 水 と 空 気 の 気 液 接 触 を 行 う ア ク ア ユ ニ
ッ ト 部 ２ ７ と 、 上 部 の 送 風 部 ２ ８ か ら 構 成 さ れ る 。 駆 動 部 ２ ６ は 両 端 に 突 出 た 回 転 軸 が 垂
直 に な る よ う 電 動 機 ２ ９ が 固 定 さ れ る 。 ア ク ア ユ ニ ッ ト 部 ２ ７ の 内 部 は 、 底 部 に 設 け た 貯
水 タ ン ク ３ ０ の 貯 水 に 逆 円 錐 状 の 先 端 を 沈 め る 吸 水 管 ３ １ が 電 動 機 ２ ９ の 下 方 回 転 軸 に 軸
支 さ れ て い る 。 吸 水 管 ３ １ の 上 部 は 円 盤 状 に 広 が り 、 そ の 外 周 を 囲 む よ う に 衝 突 壁 ３ ２ が
吸 込 口 １ ６ に 対 応 す る 躯 体 １ ５ の 内 周 に 沿 っ て 固 定 さ れ て い る 。 そ し て 電 動 機 ２ ９ の 上 方
回 転 軸 に は 気 水 分 離 板 ３ ３ が 固 定 さ れ る 。 同 じ く 電 動 機 ２ ９ の 上 方 回 転 軸 の 先 端 部 に は 吹
出 口 １ ７ に 対 応 し て シ ロ ッ コ 翼 車 ３ ４ が 軸 支 さ れ 、 そ の 周 囲 を 第 １ 吹 出 口 １ ７ に つ な が る
ケ ー シ ン グ ３ ５ に 囲 ま れ 、 送 風 は 角 形 の 吐 出 か ら 縦 長 ス リ ッ ト 状 の 第 ２ 吹 出 口 ３ ６ に 連 通
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 使 用 者 は ま ず 自 身 の 生 理 量 平 常 値 と し て の 体 温 ・ 心 拍 数 を 、 腕 時 計
状 の 本 体 ２ の 入 力 手 段 ９ か ら 入 力 し 腕 に 装 着 す る 。 す る と セ ン サ 部 ４ が 皮 膚 に 密 接 し 生 理
量 を 経 時 的 に 検 知 し 、 生 理 量 記 憶 手 段 ５ で の 検 出 記 憶 値 と な り 、 疲 労 度 演 算 手 段 ６ に お い
て 先 に 入 力 し た 生 理 量 平 常 値 と 比 較 し 疲 労 度 を 算 出 し 、 算 出 し た 疲 労 度 を 疲 労 度 告 知 手 段
７ が 表 示 盤 ３ で の 液 晶 画 面 表 示 及 び 電 子 音 に よ り 告 知 す る 。 そ し て 使 用 者 は 、 目 視 に よ り
自 覚 し な い 自 身 の 身 体 状 況 を チ エ ッ ク で き る 。 ま た 、 運 動 を 続 け る と 危 険 な 状 態 の 場 合 は
電 子 音 に よ り 警 報 を 発 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 入 力 手 段 ９ に 運 動 前 の 現 在 の 体 調 を 入 力 し 、 本 体 ２ を 腕 に 装 着 し た 場 合 は 、 検 知
し た 生 理 量 と 生 理 量 平 常 値 か ら 運 動 の 適 否 を 判 断 し 、 使 用 者 に 告 知 す る こ と に よ り 、 運 動
中 の 事 故 を 未 然 に 防 げ る と と も に 、 生 理 量 平 常 値 を 入 力 し な い 場 合 は 、 体 調 良 好 な 時 の 生
理 量 を 生 理 量 平 常 値 と し て 記 憶 す る こ と に よ り 、 運 動 中 の 疲 労 度 を よ り 正 確 に 算 出 で き る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 運 動 終 了 後 の 使 用 者 が 疲 労 回 復 装 置 １ ０ の 設 置 し て あ る 部 屋 内 で 本 体 ２ を 腕 か ら 外 し 、
送 信 ス イ ッ チ （ 図 示 せ ず ） を 押 す と 、 疲 労 度 送 信 手 段 ８ か ら 記 憶 し て い た 疲 労 度 を 送 信 し
、 疲 労 回 復 装 置 １ ０ の 疲 労 度 受 信 手 段 １ １ が 受 信 す る 。 送 受 信 手 段 と し て は 、 Ｒ Ｓ ２ ３ ２
Ｃ 等 の 有 線 、 あ る い は 赤 外 線 等 の 無 線 に よ り 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 疲 労 度 受 信 手 段 １ １ か ら 疲 労 度 の 信 号 を 受 け た 疲 労 度 回 復 制 御 部 １ ３ に よ り 、 疲 労 度 に
有 用 な 雰 囲 気 の 発 生 を 各 装 置 に 指 令 す る 。 す な わ ち 、 エ ア サ プ リ メ ン ト 部 ２ １ で の サ プ リ
メ ン ト の 種 類 や 濃 度 の 組 合 せ 並 び に ア ク ア ユ ニ ッ ト 部 ２ ７ に お け る 加 湿 量 や マ イ ナ ス イ オ
ン 量 、 運 転 時 間 等 の 指 令 に よ っ て 空 調 本 体 １ ４ が 駆 動 さ れ る 。 ア ク ア ユ ニ ッ ト 部 ２ ７ の 内
部 に お い て は 、 電 動 機 ２ ９ に よ り 吸 水 管 ３ １ が 回 転 し 、 遠 心 力 で 水 を 吸 い 上 げ 円 盤 状 の 外
周 か ら 衝 突 壁 ３ ２ に 向 け て 放 出 さ れ 衝 突 粉 砕 し 噴 霧 と な る 。 こ の と き マ イ ナ ス イ オ ン が 発
生 す る 。 そ し て こ の 噴 霧 は シ ロ ッ コ 翼 車 ３ ４ の 回 転 に よ っ て 吸 込 口 １ ６ か ら の 吸 引 空 気 と
気 液 接 触 す る こ と で 空 気 中 の 微 粒 子 、 ガ ス の 除 去 及 び 熱 交 換 、 絶 対 湿 度 の コ ン ト ロ ー ル を
す る 。 ま た 、 気 水 分 離 板 ３ ３ の と こ ろ で 汚 染 物 質 を 抱 え 込 み 大 き く な っ た プ ラ ス イ オ ン の
水 滴 は 気 水 分 離 さ れ 貯 水 タ ン ク ３ ０ に 戻 さ れ る 。 そ し て 適 度 な 潤 い の 新 鮮 な 空 気 は マ イ ナ
ス イ オ ン と 共 に 吹 出 口 １ ７ に 向 か っ て 吹 出 す 。 こ の 時 、 容 器 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ の 水 溶 液 は 電
磁 ポ ン プ ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ に よ っ て 細 管 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ を 経 て 噴 霧 口 ２ ５ か ら 所 定 量 が 連 続
し て 噴 霧 さ れ る 。 そ し て マ イ ナ ス イ オ ン を 含 む 調 和 空 気 と 合 流 し て 吹 出 口 １ ７ を 経 て 縦 長
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の 第 ２ 吹 出 口 ３ ６ か ら 吹 出 し て 、 マ イ ナ ス イ オ ン の 発 生 と 気 化 熱 に よ る 冷 却 並 び に 加 湿 及
び 脱 臭 を し た 空 気 の 雰 囲 気 の 縦 長 空 間 を 空 調 本 体 １ ４ の 回 り に 生 成 し 、 使 用 者 の 疲 労 回 復
を 促 進 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 使 用 者 が 生 理 量 検 出 装 置 １ を 腕 に 装 着 し た ま ま 疲 労 回 復 を 行 う 時 に は 、 こ の 雰 囲
気 中 の 使 用 者 の 疲 労 度 は 読 み 取 ら れ 、 疲 労 度 告 知 手 段 ７ が 表 示 盤 ３ で 表 示 し て い る か ら 、
使 用 者 は 疲 労 回 復 状 況 も 絶 え ず 把 握 で き 、 回 復 状 況 が 思 わ し く な い 場 合 は そ れ な り の 対 応
を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 酸 素 富 化 は 富 化 膜 あ る い は 化 学 合 成 に よ る も の や 、 最 近 市 販 さ れ て い る 携 帯 用 の
酸 素 ボ ン ベ を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 簡 易 的 に は 、 生 理 量 を 検 出 せ ず 、 運 動 負 荷 量 で あ る 速 度 、 距 離 、 回 数 、 時 間 か ら
疲 労 度 を 算 出 し て も よ い 。 そ の 時 に は 、 運 動 量 検 出 手 段 と し て は 、 歩 数 計 の 原 理 で 歩 数 を
検 出 し 、 前 も っ て 入 力 し た 歩 幅 か ら 距 離 や 速 度 が 算 出 で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 に か か る 運 動 疲 労 回 復 シ ス テ ム は 、 運 動 に よ る 疲 労 度 合 と い う 物 差
で 体 調 を 検 知 し 告 知 す る こ と に よ り 、 自 覚 症 状 に 至 ら な い 生 理 的 身 体 状 況 ま で も 疲 労 と 言
う 形 で 把 握 で き 、 こ の 疲 労 に 対 し 即 効 性 の 有 る 効 果 的 な 雰 囲 気 を 空 間 中 に 生 成 す る 機 器 の
周 囲 に 身 を 置 く だ け で 容 易 に 疲 労 回 復 が で き る と い う も の で あ る か ら 、 ス ポ ー ツ ジ ム の よ
う に 通 常 以 上 の 負 荷 に よ る 場 所 に 限 ら ず 、 緊 張 度 の 高 い 職 場 や 病 院 、 福 祉 施 設 等 に 設 置 し
、 日 常 的 に 使 用 す る こ と で 予 防 医 療 的 な 成 果 が 期 待 で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 疲 労 回 復 シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 同 生 理 量 検 出 装 置 の 縦 断 面 図
【 図 ３ 】 同 疲 労 回 復 装 置 の 縦 断 面 図
【 図 ４ 】 同 疲 労 回 復 装 置 の 外 観 斜 視 図
【 図 ５ 】 従 来 の 疲 労 度 検 出 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ６ 】 同 運 動 モ ニ タ 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 １ 　 　 生 理 量 検 出 装 置
　 ２ 　 　 本 体
　 ３ 　 　 表 示 盤
　 ４ 　 　 セ ン サ 部
　 ５ 　 　 生 理 量 記 憶 手 段
　 ６ 　 　 疲 労 度 演 算 手 段
　 ７ 　 　 疲 労 度 告 知 手 段
　 ８ 　 　 疲 労 度 送 信 手 段
　 ９ 　 　 入 力 手 段
　 １ ０ 　 疲 労 回 復 装 置
　 １ １ 　 疲 労 度 受 信 手 段
　 １ ２ 　 疲 労 度 回 復 手 段
　 １ ３ 　 疲 労 度 回 復 制 御 部
　 １ ４ 　 空 調 本 体
　 ２ ０   電 装 部
　 ２ １   エ ア サ プ リ メ ン ト 部
　 ２ ７ 　 ア ク ア ユ ニ ッ ト 部
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　 ３ ６ 　 第 ２ 吹 出 口

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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